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7.セルフモニタリングのための画像を用いた食事記録ツール：FoodLog

健康モニタリングのための食事記録：
ICT 支援の必要性

　健康をモニタリングするためには，運動・歩数の

エネルギー消費，血圧などの体のバイタルサイン，

そしてどれだけエネルギーを摂取しているかの食事

記録が必要である．図 -1 に示すように，このうち

前 2 者については技術的な進歩は大きく，活動量

を計測するウェアラブルデバイスは広く市場にでて

おり，体の計測を行う家庭用のデバイスも利用しや

すい状況にある．それに対して，食事の記録は，ほ

とんどの場合は，所定の用紙に書き込む古典的な手

法の域を出ない．食事の記録は，肥満に対する自己

管理のためには欠かすことができない．特に，生活

習慣に起因するような糖尿病に至っては，食事の記

録を詳細につけ，適切な指導を受けることが必要で

ある．

　身近に浸透したスマートフォンを利用して，食事

記録を行うアプリケーションも多数作成され，公

開されている．その代表的なものとして，My Meal 

Mate1）等が挙げられる．食事記録に特化したもの

ばかりでなく，糖尿病対応を目指したものは，食事

に加えて，体重，運動，血圧や血糖値といったバイ

タルデータの記録も行う．いずれの場合も，食事記

録に関しては，テキストでの記録入力が行われてい

る．しかしながら，テキスト入力に対するユーザの

負担は大きく，長期間に渡って食事記録を続けるこ

とは容易ではない．そのため，食事記録に対する情

報技術の革新が強く望まれている 2）． 

　我々は，写真に基づく食事記録に関しての研究開

発を進め，2009 年に FoodLog と称する Web 利用

の食事写真日誌とその食事バランスの推定のための

画像処理を公開した 3）. さらに，スマートフォン上

で稼働し，写真を記録するとともに料理名，分量と

いったより詳細な食事記録の作成を行い，エネルギ

ーの集計を行う FoodLog アプリ☆ 1 を公開した 4）, 5）．

食事写真を利用するという点において，既存の食事

管理を行うスマートフォンアプリと決定的に異な

る． 個人の食事記録時に，画像を利用することで，

画像を記録の閲覧に利用することはもちろん，詳細

な食事記録の入力を画像検索で支援する．知る限り，

実利用されているシステムの中で，画像で食事記録

入力を支援する唯一の仕掛けである

　本稿では，その概要について紹介するとともに，

ユーザスタディの結果，さらに，その展開等につい

て紹介する．

スマートフォンでの食事記録

　スマートフォンや Web で食事記録をとるツール

は，多数公開されている．標準的な食事名と栄養成

分のデータを有しており，食事名と分量を入れるこ
☆ 1	 http://app.foodlog.jp/
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とで，ツールのユーザの詳細な栄養情

報を把握できるようになっている．

N Nテキスト入力ツール
　通常の食事記録ツールは，テキスト

入力であり，テキストだけが記録とし

て残る．そのおおよその流れは以下の

とおりであり，図 -2 の実践枠内にそ

の流れを示した．まず，テキストで料

理名の一部をいれると，サーバ上の料

理名の汎用データベースを部分一致で

検索し，該当する料理名の候補リスト

を出力する．それと並行して，そのユ

ーザが過去に入力したパーソナルデー

タの履歴を検索する．そして，両者の

検索結果を表示する．表示されたリス

ト中に該当する食事があれば，選択し，

分量を指定することで入力が終了する．

もし対応するものがない場合には，ユ

ーザ固有に新規の食事名の登録も可能

な場合がある．すべてをテキストで行

う入力負担は，継続のための障害でも

ある .

N N画像を用いる FoodLog: 画像検
索による入力支援

　我々は，スマートフォンベースの FoodLog（iPhone

版とアンドロイド版）を公開した．既存の食事管理

のツールと異なり，写真を利用した食事記録を行う．

　スマートフォン FoodLog の仕組みの全体を図 -2

に示す．この FoodLog では，テキスト入力の食事

記録をベースラインとし，その入力操作の負担を低

減するために，画像検索で支援するように構成され

ている． 

　FoodLog のインタフェースの例を図 -3 に示す．

ユーザの食事記録は，画像がカレンダー状，1 日ご

と，写真ごとに表示される．また，記録した食事名，

食事名とその量から算出されたエネルギー値（カロ

リー）も併せて表示される．

　FoodLog の記録入力操作では，まず写真を撮

ることから始める．次に，スクリーンの食事写真

にタッチし，食事の領域を指定する（図 -3（c））．

指定された領域の画像に対して，スマートフォン

上で自動的に画像検索を行う．そして，該当する

候補を選び出し，そのリストを上位 20 件まで表

示する（図 -3（d））．該当するものが画像検索結

果のリスト中にあれば，それを選択し，分量を指

定することで入力が終了する．画像検索に要する

大部分の処理はローカルにスマートフォン上で実

行され，所要時間は 1 秒をはるかに下回り，その

応答速度はインタラクションに際して問題になら

ない．

図 -2　記録操作の流れ．実線内がテキストでの入力，破線内が画像検索を利用し
た入力支援
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　画像検索では，現在は，ユーザが過去に記録した

パーソナル画像データを対象としている．これまで

FoodLogWeb で集めた食事画像を観察してみるに，

その多様性は大きく，食環境も含めた個人依存性が

高いことから，パーソナル画像検索が有効であると

考えている．事実，実際に評価をすると，パーソナ

ル検索の精度は高い． なお，該当するものが画像

検索結果のリストにない場合には，テキスト入力を

行う．

　まったく新規の食事の場合には，当然ながら，画

像検索では見つからない．このため，食事領域を指

定した後，テキストで入力する．その食事名の入力

が完了すると，パーソナル画像データベースにその

画像が食事名とともに登録される．このように使う

ほどに，登録画像が増える仕組みになっている．

ユーザビリティの評価

　この画像を用いた食事記録は，果たしてユーザ入

力を支援することに寄与しているのであろうか．そ

のことを確認するための比較実験を行った．図 -2

に示したように，FoodLog はテキスト入力をベー

スラインとしている．画像による支援（図 -2 の破

線内）を除けば，FoodLog はテキスト入力の食事

支援ツールでもある．比較のために，テキスト入力

のみの FoodLog （以下，FL-T）と通常の画像支援あ

りの FoodLog（以下，FL-I）を用意した．

　公募した大学生 18 名（男子 11 名，女子 7 名）が

本評価実験に参加した．皆スマートフォンユーザで

あるが，それ以前に，食事記録の経験はない．学生

を 9 名ずつにわけ，一方は，最初の 2 週間 FL-I を用

い，次の 2 週間に FL-T を日常生活にて用いた．他方

は，逆順とした．両者とも終了後に，主観評価のた

めのアンケート調査票に記入してもらった．

　主観評価では，（A1）使いやすさ，（A2）楽しさ，（A3）

閲覧の度合い，（A4）継続したいと思うか，について，

5 段階で FL-I，FL-T についての回答を得た．図 -4 に

その結果を示す．図から明らかなように，すべての

項目において，FL-I の画像の支援有の方で良い傾向

が出ている．特に，A2，A3，A4 では，統計的に有

意な差が確認できた．画像を用いることが，記録の

促進に有効であることを確認した． 

　さらに，サーバで管理するデータを集計すること

図 -3　FoodLog のスマートフォンのインタフェース　（a）1 日の
記録の表示，（b）エネルギの重畳表示，（c）インタラクティブな
食事領域の指定とその画像検索による料理名候補のリスト
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図 -4　主観評価の比較．A1：使いやすさ．A2：楽しさ，A3：閲
覧の度合い，A4：継続の意向についての 5 段階での評価
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で，個々人の記録の状況を把握す

ることができる．定量的な指標と

して，1 日あたりに記録した食事

品目数により，FL-I，FL-T の比較を

行った．18 名の平均では，FL-I の

方が，FL-T より多いものの優位な

差は見られなかった．そこで，個々

のユーザが平均的に 1 日あたりに

記録した食事品目数の FL-I と FL-T

の比をとり，その大小の様子をユ

ーザ数のヒストグラムとして図 -5

に示した．図 -5 から分かるように，

1.0 以上への偏りの傾向が見られる．

さらに，興味深いことに，FL-I を

使うことで，1.5 倍，3 倍の記録を

したユーザがいることが見て取れ

る．自由記述でも，画像有の方が

記録しやすいとの記述が見られた．

FoodLog の展開

　健康管理のためのプログラムに

FoodLog を取り入れることも徐々

に始まっている．一例を紹介した

い．全国訪問健康指導協会では，健

康保険組合等からの委託により，生

活習慣病の予防を支援する事業を行

っており，そのサービス 1 つとし

てモニタリングのための「気づいてネット」という

サービスを提供している．ユーザは，自分の日々の

体重，腹囲，血圧等の情報，歩数，食事記録を入力

する．また，指導者からのメッセージやヘルシーな

食事，運動のメニューの提供が行われる．その食事

記録のツールとして FoodLog が利用可能になってい

る．少なくとも 2 週間以上継続するユーザは，1 週間

以上 2 週間未満の利用にとどまったユーザの 3 倍で

あったことが分かり，長期の利用につながりやすい

ことは確認できた．ただし，ダウンロードしたものの，

未使用あるいはごく少数日だけの利用のユーザは多

く，利用をより促進するための検討が必要である．

　スマートフォンベースのアプリケーションは先だっ

て構築していた Web ベースの FoodLog ともに同一のプ

ラットフォーム上に構築されている（図 -6）．このプラ

ットフォームは API を介して現時点で 28 の組織や団体，

大学に提供し，うち 14 は，公開／限定利用のサービス

として一般に提供されている．

ビッグデータとしての食事記録

　2013 年 7 月に iPhone アプリとして一般に公開
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図 -5　1 日あたりの食事記録品目数の比 FL-I/FL-T に基づくユーザ数頻度

図 -6　FoodLog プラットホーム
食事記録を集めるクラウドプラットホームは API を介して複数の組織やサービスで利用
されている
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して以降，1 年間で，食事記録として収集した件数

は 100 万件を超えた．その中には，70,000 もの異

なる食事名が登録されていた．サーバの汎用の食事

データベースは，2,000 程度しかない一般食のデー

タであることを考えると，きわめて多くのバリエー

ションがユーザにより登録された．日々その数は増

えている．食事名を複合単語として解析すると，要

素単語の数は約 15,000 あること，その頻度統計を

とると，きわめて急峻なべき乗分布になり，バリエ

ーションは多いものの，多数をカバーする数はき

わめて少なく，380 程度であることが確認できた 6）．

一般の人の食行動を映し出す興味深いデータであり，

多様な角度からの検討を進めている．

　食事記録とその写真をオンラインで集める Food

Log は，一般の人の食行動に関する貴重なデータで

ある．1 年間のスマートフォン FoodLog の運用を

経て，ようやくデータが大規模化し，その解析が端

緒につき，今後とも継続して解析を行う予定である．

（なお，本稿の前半は，筆者らの文献 5）に加筆・

修正をしたものである．）
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